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日に近接センサータイプへスイッチの変更を行った。 目的 

飼育試験は 2006年 1月 30日から実施し，自発摂餌 3

区は 10月 31日の測定時まで，自発摂餌 1区は 12月 26

日の測定時まで，自発摂餌 2区と手給餌区は 2007年 3

月 27日まで継続した。飼育成績に関しては，自発摂餌 1

区，2区及び手給餌区の 2006年 1月 30日～12月 26日の

331日間で算出し比較した。 

 残餌削減や給餌の効率化が期待される自発摂餌システ

ムを養殖現場へ導入するため，海面生け簀での飼育試験

を中心としたデータの収集を行う。 

 

方法 

１．海面生け簀における自発摂餌飼育試験 
 尾鷲水産研究室試験筏へ自発摂餌システムを 3台設置

して自発摂餌区とし，対照区として手給餌区を 1区設け

た。生け簀には 3m×3m×3mの小割りを用いた。供試魚に

は，前年度に自発摂餌システムによる報酬量試験で用い

たマハタ 1歳魚を用い，各区 300尾を収容した。 

２．残餌の発生条件に関する試験 

1) 給餌個数あたりの残餌発生率の検討 

500Lアルテミア培養水槽を用いた残餌回収水槽（図 2

-1）へ，マハタ 1歳魚 10尾を収容した。そこへマダイ用

EP（ノヴァ EP3）を一定数投入し，発生する残餌の数を

数えた。給餌 1回あたり投入数は 10個，20個，30個，4

0個の 4段階で設定し，全ての餌が捕食されるか水槽か

ら回収されたことを確認してから，次の餌を投入した。

また，投入した全ての餌が残餌となった時点で終了とし

た。試験開始前には 3日間の絶食期間を設け，前回の給

餌の影響を無くすようにした。 

餌にはマダイ用 EPを用い，自発摂餌区では終日摂餌

可能な状態とした。手給餌区では 1日 1回飽食量を給餌

し，休日には前週の給餌量を参考に給餌量を設定して午

前中に自動給餌機を用いて給餌した。試験期間中には光

強度ロガー，水温ロガーにより光強度と水温を測定した。

また，毎月 1回総魚体重を測定し飼育成績を求めた。 

また，本飼育試験では，昨年度の実験結果からマイク

ロスイッチを利用した引っ張り型の給餌スイッチでは，

誤作動や耐久性に問題が見られたため，摂餌スイッチに

ついての改良を行いながら試験を実施した。 

 

2) 明るさと残餌の関係の検討 

海面試験において，夜間に摂餌を行うと飼料効率が低

下する傾向が見られたことから，明るさと残餌の発生に

ついて検討を行った。 

摂餌スイッチには改良型のマイクロスイッチ（オムロ

ン製 D2V-5L2-1C2）タイプと光ファイバーセンサー（キ

ーエンス製 FS-V30）タイプ，改良型マイクロスイッチの

検出部に近接スイッチ（キーエンス製 EM-108M）を用い

たタイプの計 3タイプを使用した（図 1）。 

飼育棟内に図 2-2のような実験区画を作成し，遮光幕

により外部からの光の侵入を遮断した。区画内は投光器

を設置し，変圧器で明るさを調整して任意の照度に調整

した。照度の設定は 0lx，1lx，3lx及び 10lxとし，24時

間連続 3日間一定照度を維持した。また，各照度での試

験は 3日間のインターバルをおいて実施し，自然状態の

明暗周期下で摂餌リズムを正常に戻した。 

試験開始時には各試験区とも従来型の摂餌スイッチを

使用していたが，2006年 3月 8日から自発摂餌 3区で，

4月 7日から自発摂餌 1区で摂餌スイッチを光ファイバ

ーセンサータイプへ変更した。自発摂餌 2区では 11月 2 
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                図１ 自発摂餌スイッチ 





が高くなるに従って残餌の発生率が低下した。確実な餌

の捕捉にはそれなりの明るさが必要であり，本実験の結

果では，0lxにおいて給餌された餌の約 13％が残餌とな

っていたことから，夜間に自発摂餌をさせると，同様に

1割以上が残餌になる可能性がある。自発摂餌システム

の実用化の際には夜間の給餌を抑制するために，摂餌可

能な時間帯に制限を加える方が給餌の効率が良くなると

考えられた。 

従って，残餌の発生率が高くなっており，残餌の発生を

抑えながら完全に飽食させるためには，より細かな給餌

量の調整が必要と考えられ，一定量で給餌し続ける自動

給餌機の限界が推察された。 
 

2) 明るさと残餌の関係 

図 4へ残餌の発生率と照度の関係について示す。照度 
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平成 16年度から開始した海面での自発摂餌システム

を用いた飼育試験の結果から，自発摂餌システムによる

給餌のみでマハタを体重100gから1kgまでに成長させる

ことができた。また，手給餌よりも少ない餌でほぼ同等

の成長を得ることができ，本システム導入による給餌量

削減効果が期待された。 

今後は，実用化へ向けた養殖規模での実用化試験を実

施し，夜間の給餌制限や実用に合わせたシステムの改良

等を行い，自発摂餌システムの普及を目指す必要がある。        図 4 残餌発生率と照度 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


